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揮発性有機化合物VOCの除去浄化フロー

土壌汚染や地下水汚染の多くは身近で取り扱われている塗料や溶剤、石油類の流出事故等が主な発生原因

である。汚染された土壌から溶出したVOCを環境基準値以下の濃度まで取り除く汚染物質の除去が

必要である。

マイティエコは、ファインバブル技術を応用し高能率急速連続曝気を行い、汚染された地下水からVOC

を高効率に除去する性能を実現している。

従来のバッチ方式の曝気装置では実現できない急速で高効率な汚染物質の除去を可能にしているのは、

キャビテーションにより発生するファインバブルにより水中に溶存するVOCを気化して汽水分離回収す

ることができます。

UFB発生装置はキャビテーション方式（加圧）を選定している。マイティエコシリーズ

システム構成は、本体装置（ポンプ、FB発生装置、ブロア、汽水セパレーター）、活性炭ユニット

■VOC汚染水の除去浄化 国内多数の現場で運用されている

例）テトラクロロエチレン・トリクロロエチレン・シス-1.2-ジクロロエチレンなど
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